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先
進
医
療
を
目
指
し
て

遠
藤
正
信 

議
員

ら
住
民
を
守
る
方
策
と
し
て
、

県
と
合
同
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
回

数
を
増
や
す
な
ど
の
対
応
の
ほ

か
に
、合
併
後
は
事
業
所
と「
公

害
防
止
協
定
書
」
の
締
結
を
推

進
し
て
い
る
。

　

�　

石
下
地
区
に
つ
い
て
は
、
特

に
公
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

る
事
業
所
等
を
中
心
に
「
公
害

防
止
協
定
書
」を
取
り
交
わ
し
、

指
導
し
て
い
く
こ
と
が
公
害
発

生
の
防
止
に
つ
な
が
り
、
住
民

の
良
好
な
生
活
環
境
を
確
保
で

き
る
と
思
う
。

　

�　

ま
た
、
住
民
の
生
活
権
・
居

住
権
の
優
位
性
に
つ
い
て
は
、

常
総
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
示
す
よ
う
に
、「
特
定

用
途
制
限
地
域
」
の
導
入
を
図

る
な
ど
土
地
利
用
計
画
の
見
直

し
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

�　

次
に
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
の

廃
プ
ラ
処
理
方
式
は
、
今
回
の

第
三
次
ご
み
処
理
施
設
建
設
事

業
に
伴
い
、
固
形
燃
料
化
施
設

を
撤
去
す
る
た
め
、
平
成
20
年

１
月
か
ら
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
圧

縮
梱
包
固
形
燃
料
製
造
業
務
を

行
っ
て
い
る
。
し
か
し
圧
縮
し

た
だ
け
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
梱

包
物
は
環
境
省
の
判
断
基
準
に

よ
り
「
一
般
廃
棄
物
」
で
あ
る

と
指
摘
さ
れ
、
本
年
３
月
20
日

で
業
務
を
停
止
。
受
入
先
業
者

の
対
応
次
第
で
は
、
損
害
賠
償

を
含
む
問
題
に
発
展
す
る
こ
と

も
懸
念
さ
れ
る
。

　

�　

業
者
の
責
任
問
題
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
常
総
環
境
セ
ン
タ

ー
事
務
局
が
協
議
を
進
め
て
い

る
段
階
で
あ
り
、市
と
し
て
は
、

そ
の
推
移
を
見
守
っ
て
い
る
。

　

�　

今
後
市
民
の
理
解
と
協
力
の

も
と
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な

い
循
環
型
社
会
の
構
築
が
進
む

よ
う
努
力
し
て
い
く
。

再�
質
問　

公
害
が
出
る
出
な
い
に

か
か
わ
ら
ず
早
急
に
協
定
を
結

ぶ
べ
き
で
あ
り
、
今
後
の
手
法

を
尋
ね
る
。

再�

答
弁
（
市
民
生
活
部
長
）
通
常

は
工
場
が
操
業
を
開
始
す
る
前

や
公
害
発
生
が
疑
わ
れ
る
設

備
、
施
設
を
稼
動
す
る
と
き
に

協
定
を
結
ぶ
。
途
中
か
ら
の
締

○�

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
行
開
始
に
伴

い
、
市
民
へ
の
周
知
と
活
用
に
つ

い
て

質�

問　

７
月
１
日
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

運
行
開
始
と
聞
い
た
。
消
防
署

の
話
で
は
、
つ
く
ば
市
内
の
総

合
病
院
ま
で
救
急
車
で
も
25
分

で
搬
送
で
き
る
と
聞
い
て
い

る
。
近
く
で
は
千
葉
県
に
北
総

病
院
。
栃
木
県
に
獨
協
大
学
病

院
と
常
に
他
県
に
依
頼
す
る
と

い
う
他
力
本
願
の
状
態
。
当
市

も
高
齢
化
率
が
高
く
、
救
急
車

の
出
動
も
増
大
し
て
い
る
。
あ

わ
せ
て
道
路
が
拡
幅
さ
れ
な
い

の
に
自
動
車
が
増
加
し
、
重
大

事
故
が
多
発
し
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運

行
の
概
要
と
当
市
に
お
け
る
運

行
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
は
今

ま
で
実
施
さ
れ
た
の
か
。ま
た
、

市
民
へ
の
周
知
徹
底
は
ど
う
し

た
の
か
。

答�

弁
（
市
民
生
活
部
長
） 

茨
城
県

で
は
、
今
年
７
月
１
日
か
ら
、

こ
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
運
航
す

る
。
こ
れ
は
消
防
機
関
か
ら
要

請
が
あ
っ
た
と
き
に
出
動
す
る

も
の
で
、
患
者
の
生
命
の
危
機

が
切
迫
し
て
い
る
場
合
、
重
症

患
者
の
搬
送
に
長
時
間
を
要
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、

特
殊
救
命
患
者
の
搬
送
時
間
の

短
縮
を
図
る
必
要
が
あ
る
場
合

な
ど
に
実
施
。
こ
の
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
は
、
茨
城
町
に
あ
る
国
立

病
院
機
構
水
戸
医
療
セ
ン
タ
ー

と
水
戸
市
の
水
戸
済
生
会
総
合

病
院
が
基
地
病
院
と
な
り
、
半

径
50
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
１
５
分

圏
内
で
カ
バ
ー
で
き
る
こ
と
か

ら
、
生
死
を
分
け
る
患
者
等
に

と
っ
て
は
、

救
命
率
の
向

上
や
後
遺
障

害
の
軽
減
に

つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
。

　
�　

常
総
市
で

場
外
離
着
陸

場
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い

結
は
困
難
で
あ
る
が
、
今
後
指

導
に
努
め
、
締
結
の
企
業
を
増

や
し
て
い
く
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

○�

側
溝
の
ふ
た
か
け
と
清
掃
に
つ

い
て
。

○�

公
契
約
に
つ
い
て
。

る
場
所
は
、
小
中
学
校
や
高
等

学
校
の
ほ
か
、
鬼
怒
川
河
川
敷

の
公
園
、
野
球
場
、
個
人
の
医

院
な
ど
全
部
で
31
ヵ
所
。

　

�　

市
民
へ
の
周
知
と
し
ま
し
て

は
、市
の
広
報
紙
で
紹
介
。ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
常
時
周
知
。

　

�　

な
お
、
運
航
に
先
が
け
て
、

茨
城
県
で
は
、
各
消
防
本
部
と

の
連
携
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た

め
、
５
月
19
日
か
ら
県
内
各
地

で
訓
練
を
実
施
。常
総
市
で
は
、

６
月
９
日
、
午
前
９
時
30
分
か

ら
鬼
怒
川
河
川
敷
の
天
満
運
動

場
で
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
常
総

広
域
消
防
本
部
が
連
携
し
て
救

急
合
同
訓
練
を
実
施
す
る
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

○�

学
校
施
設
の
耐
震
計
画
に
つ
い

て
。

○�

総
合
計
画
第
３
章
（
生
活
環
境

の
充
実
）
か
ら
公
害
防
止
に
つ

い
て
。

常総環境センター

ドクターヘリ




